＜研究ノート＞医事コンピュータ技能検定における出題傾向の調査II―コンピュータ関連知識ー by 三好 善彦
“Iji Computer Ginou Kentei” test in one of the qualification about the medical clerical
work. They are a medical clerical work, computer-related knowledge and a practical skill. In
this note, I conduct a second survey with considering recent trends of questions of computer-
related knowledge.
1．はじめに
埼玉女子短期大学の商学科医療事務コンピュータコースでは、1年次の11月に医療秘書教育全
国協議会主催1）の医療秘書技能検定試験2）（以下、医療秘書検定）3級と医事コンピュータ技能検
定試験3）（以下、医事コン検定）3級の合格を目指してカリキュラムが組まれている。さらに、2
年次では両検定試験の2級および電子カルテ検定4）の合格を目指している。これらの検定試験の
直前には、重点項目の再復習及び過去問題を主体とした資格取得講座を開講している。特に、過
去問題を見直すことは医療秘書検定や医事コン検定以外にもさまざまな検定試験において有益な
ことであると言われている。
この点に関しては、2010年に医事コン検定における出題傾向の調査5）を行っており、その中で
はコンピュータ関連知識の検定試験対策として過去問題を見直すことは大変有効であるとの調査
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結果が出ている。また、過去問題の見直し回数としては過去4回分の検定試験でほぼ合格ライン
をクリアできるところをカバーしているとの調査結果も出ている。
しかし、ICT分野の技術革新は激しく年々新しい技術が開発され製品化されているため、医
事コン検定のコンピュータ関連知識の出題内容もそれに合わせて前回の調査以降年々変化してい
る。このことより、先の研究ノートで出題傾向の調査について得られた結果がそのまま現在の出
題傾向に一致するかどうかはわからない。そのため、今回改めて過去10回分の検定試験問題か
ら出題傾向を分析して今後の対策に役立てることとした。
今回調査する『医事コン検定』は、知識試験（領域Ⅰと領域Ⅱ）60分と実技試験（領域Ⅲ）60
分で行われている。ここで知識試験はマークシート形式で、医療事務（領域Ⅰ、20問）とコン
ピュータ関連知識（領域Ⅱ、30問）である。各級位の程度と合格基準は以下のとおりとなって
いる。
『医事コン検定 審査基準』
程度（2級）
医療事務及び医事コンピュータについての一般的な知識を有し、カルテ及
び診療伝票を基に医事コンピュータを用いて正しいレセプトを速やかに作
成することができる。
程度（3級）
医療事務及び医事コンピュータについての基礎的な知識を有し、カルテ及
び診療伝票を基に医事コンピュータを用いて正しいレセプトを作成するこ
とができる。
合格基準（全級共通）
配点は、領域Ⅰ60点、領域Ⅱ60点、領域Ⅲ60点で180点満点とする。領域
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、ともに60％以上正解のとき合格となります。
『医療秘書教育全国協議会ホームページ』より
合格基準によれば、60％以上正解すればよいので、今回の調査対象としている領域Ⅱのコン
ピュータ関連知識は最低でも18問以上の正解が必要となる。そこで、本研究ノートでは、前回
同様6）に過去10回分（平成23年11月19日実施の第32回から平成28年6月11日実施の第41回まで）
の検定試験を調査分析し、医事コン検定の対策を目的としての過去問題解説が、合格基準となる
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18問以上正解に有効であるかどうかの分析、および、出題傾向として重要なキーワードの調査
を行った。
2．問題の分析
前述の、『医事コン検定 審査基準』には各領域の問題の内容も掲載されている。とくに、コ
ンピュータ関連知識の内容は以下のとおりとなっている。
『医事コン検定 審査基準』
コンピュータ関連知識の内容（2級）
⑴ コンピュータシステムの処理形態を理解している。
⑵ ネットワークの概要と仕組みを理解している。
⑶ インターネットの活用理論を理解している。
⑷ データベースの概要を理解している。
⑸ 保健医療情報システムの概要を理解している。
⑹ 電子カルテシステムやオーダリングシステム等の基本的な機能と活用
法、使用されている用語を理解している。
コンピュータ関連知識の内容（3級）
⑴ コンピュータの五大装置と機能、内部処理を理解している。
⑵ 周辺装置（入力・出力・補助記憶）とインターフェースの知識を持っ
ている。
⑶ ソフトウェアの種類と特徴を理解している。
⑷ 基本的なファイルの種類と保存形式を理解している。
⑸ オペレーティングシステムの種類と特徴を理解している。
⑹ 主なアプリケーションソフト（ワープロ・表計算・パワーポイント等）
の基本操作を理解している。
⑺ 医療情報システム（電子カルテ・オーダリング・レセプト電算処理等）
の名称を理解している。
『医療秘書教育全国協議会ホームページ』より
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これらの内容については前回の調査時と変わっていないが、出題傾向が技術革新に合わせて変
化している。この状況を踏まえて、今回前述のとおり新たに医事コン検定過去10回分の2級と3
級のコンピュータ関連知識の問題を分析した。方法としては前回と同様に、
 問題の解答の選択肢をすべてキーワードとして抜き出す。
 それぞれの問題に対し、上記「問題の内容」のどこに該当するか決定する。
 選択肢から抜き出した各キーワードに対し、正答であるものを2点、それ以外を1点として
点数化する。
これらをデータ化し、過去10回分を合わせて点数の多いキーワードを分析対象とした。
また、過去問題の有効性の分析には、現在実際に行っている状況を踏まえ、過去4回分（2年
分）の問題に対して出現したキーワードが、次回の試験の正答となる状況を分析した。回数を限
定している理由としては、検定試験対策に費やすことができる時間に限りがあることと、技術革
新に合わせて古いキーワードに関しては出題されなくなるからである。
3．過去問題解説における試験対策
3.1．3級試験対策
まず、現在3級試験対策として行っている過去4回の問題解説が有効であるかどうかを分析す
る。過去問題解説では、正答の解説以外にも選択肢としての各キーワードの解説も行っている。
そのため、1回分の過去問題の解説を行うと、50～60個ものキーワードについての解説を行うこ
とになる。そして、4回分の問題解説を行えば、重複分を除いて150～160個ものキーワードの解
説を行うことができる。過去問解説を行ったこれらのキーワードの中で実際（次回）の試験にお
いて正解となったキーワードの数（以下、出現率）が、合格ラインである60％を超えれば過去
問題解説が有効であると考えることができる。
その分析結果を表にまとめると、以下のとおりとなる。
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検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率
第36回 第32回～第35回 160 56％
第37回 第33回～第36回 161 69％
第38回 第34回～第37回 159 70％
第39回 第35回～第38回 152 57％
第40回 第36回～第39回 144 60％
第41回 第37回～第40回 153 70％
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率
第22回 第21回～第18回 146 86％
第23回 第22回～第19回 139 70％
第24回 第23回～第20回 141 50％
第25回 第24回～第21回 158 76％
第26回 第25回～第22回 145 63％
第27回 第26回～第23回 142 72％
ちなみに、前回調査における結果は以下の通りであった。
これらから出現率の平均値を比較すると、前回の出現率平均は69.5％、今回の出現率平均は
63.7％であった。この二つの出現率に対しエクセルで t‐検定を行った結果7）、t値＝−1.03に対し
t境界値両側＝2.23となり t値は棄却域に入っていないので、前回と今回の出現率は異なるとは
言えないことが分かる。
同様に、前回と今回のキーワード総数についても比較してみると、前回のキーワード総数平均
は145.2個、今回のキーワード総数平均は154.8個であった。この二つのキーワード総数に対しエ
クセルで t‐検定を行った結果8）、t値＝2.52に対し t境界値両側＝2.28となり t値は棄却域に入っ
ているので、前回と今回のキーワード総数は異なると考えられる。
これらの結果より、3級試験対策として過去4回の問題解説は、キーワードの出現率が平均60％
を超えているため十分有効であると考えられる。しかし、キーワード総数については前回より今
回のほうが多くなっているので、以前よりもより多くの内容を理解することが求められていると
考えられる。
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検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率
第36回 第32回～第35回 170 76％
第37回 第33回～第36回 159 73％
第38回 第34回～第37回 153 57％
第39回 第35回～第38回 153 67％
第40回 第36回～第39回 151 77％
第41回 第37回～第40回 136 70％
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率
第22回 第21回～第18回 199 30％
第23回 第22回～第19回 210 31％
第24回 第23回～第20回 215 46％
第25回 第24回～第21回 194 37％
第26回 第25回～第22回 194 43％
第27回 第26回～第23回 198 33％
3.2．2級試験対策
次に、2級試験対策としての過去問題解説を分析する。3級と同様に過去4回分の結果をまとめ
ると、以下の表のとおりとなった。
3級の時と同様に、前回調査における結果は以下の通りであった。
これらから出現率の平均値を比較すると、前回の出現率平均は36.7％、今回の出現率平均は
70.0％であった。この二つの出現率に対しエクセルで t‐検定を行った結果9）、t値＝8.25に対し t
境界値両側＝2.23となり t値は棄却域に入っているので、前回と今回の出現率は異なると言える。
同様に、前回と今回のキーワード総数についても比較してみると、前回のキーワード総数平均
は201.7個、今回のキーワード総数平均は153.7個であった。この二つのキーワード総数に対しエ
クセルで t‐検定を行った結果10）、t値＝−8.31に対し t境界値両側＝2.28となり t値は棄却域に入
っているので、前回と今回のキーワード総数も異なると考えられる。
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点数 出現率
18 制御、レセプト電算処理、オーダリング
14 演算、バイト、電子カルテ
13 ビット
12 2進数、10進数、記憶、出力
10 16進数、2バイト
9 USB
8
入力、OCR、pdf、減法混色、加法混色、
ワイヤドットプリンタ、赤外線、8ビット
これらの結果より、2級試験対策として過去4回の問題解説は、今回のキーワードの出現率は
平均60％を大きく超えているため十分有効であると考えられる。その理由としては、次の分析
で詳しく述べるが、出題傾向の大きな変化が影響していると考えられる。また、キーワード総数
が前回より今回のほうがより少なくなっている。そのため、以前よりもより出現率が高くなった
とも考えられる。
4．出題傾向の分析
4.1．3級試験の傾向
ここでは、過去10回の3級試験における全部で279個（前回調査では260個）のキーワードを点
数化して出題傾向の分析を行った。その中で最重要キーワードとして8点以上の22個（前回調査
では31個）を選び出した。
これらを重要分野としてまとめると、以下のとおりになる。
 10進数、2進数、16進数といった基数変換に関する問題
 コンピュータの5大装置や内部処理に関する問題
 入力装置や出力装置、インターフェースなど周辺装置に関する問題
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第41回 第40回 第39回 第38回
67％ 57％ 67％ 67％
第27回 第26回 第25回 第24回
63％ 60％ 77％ 73％
 レセプトや電子カルテなど医療情報システムに関する問題
前回調査では最後の「レセプトや電子カルテなど医療情報システムに関する問題」は重要分野
にはなかったが、今回の調査では毎回出題されている最重要分野となっている。そして、第41
回から第38回の直近4回の試験におけるこれらの重要分野の出題率をまとめると以下の通りにな
った。
また、前回調査における第27回から第24回の重要分野の出題率は以下の表のとおりであった。
これらの結果からも、前回の調査同様に、これらの重要分野の問題が中心となって出題されて
いることが分かる。
4.2．2級試験の傾向
次に、3級試験と同様に過去10回の2級試験における全部で276個（前回調査では407個）のキ
ーワードを点数化して出題傾向の分析を行った。
まず、最重要キーワードとして8点以上の26個（前回調査では5点以上の32個）を選び出した。
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点数 行ラベル
16 プロトコル
15 DNS
13 バッチ処理、リアルタイム処理
12 ルータ、DHCP、XML、クッキー
11 FTP
10 オーダリング、電子カルテ、真正性
9 RIS、POP、ファイアウォール、スタンドアロン、ゲートウェイ
8
SMTP、PACS、タイムシェアリング処理、Java、
分散処理、HIS、ドメイン、プロキシ、リピータ
第41回 第40回 第39回 第38回
100％ 100％ 100％ 100％
これらを重要分野としてまとめると、以下のとおりになる。
 ネットワークやインターネットに関する問題
 コンピュータシステムの処理形態に関する問題
 レセプトや電子カルテなど医療情報システムに関する問題
3級同様に前回調査では最後の「レセプトや電子カルテなど医療情報システムに関する問題」
は重要分野にはなかったが、今回の調査では3級同様に毎回出題されている最重要分野となって
いる。また、前回調査では、「表計算などのソフトウェアに関する問題」と「データベースに関
する問題」が重要分野となっていたが、これらの分野の問題はほとんど出題されなくなっている。
そして、第41回から第38回の直近4回の試験におけるこれらの重要分野の出題率をまとめると以
下の通りになった。
また、前回調査における第27回から第24回の重要分野の出題率は以下の表のとおりであった。
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第27回 第26回 第25回 第24回
83％ 80％ 87％ 97％
第41回 第40回 第39回 第38回
インターネット 50％ 50％ 50％ 45％
ネットワーク 50％ 50％ 50％ 55％
これらの結果から、今回の調査では、3つの重要分野からすべての問題が出題されていること
が分かる。特に、「ネットワークやインターネットに関する問題」が毎回半分近く出題されてい
る。この分野については範囲が大変広いので「インターネット」と「ネットワーク」に分けて出
題率をまとめると、以下の表のとおりになった。
この結果からも分かるように、「ネットワークやインターネットに関する問題」に関しては、
出題傾向に偏りがなく「インターネット」と「ネットワーク」と広い範囲にわたって出題されて
いることが分かる。
5．まとめ
今回も前回と同様、医事コン検定のコンピュータ関連知識について、試験対策として過去問題
解説の有効性と過去問題から分析した重要な試験出題分野の特定という観点での分析を2級試験
と3級試験の両方において行った。前述の分析結果をもとにしてそれぞれの級位に対して、過去
問題解説の有効性について、および前回の調査結果との相違について以下のとおりにまとめるこ
とができる。
1．3級試験について
 前回同様、過去問題解説は大変有効であることが分かった。4回分の試験問題解説により、
合格ラインである60％を超えるキーワードの理解を得ることができる。
 重要な試験出題分野は、「基数変換に関する分野」「5大装置や内部処理に関する分野」「周
辺装置に関する分野」「医療情報システムに関する分野」に絞り込むことができ、これら
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の分野で合格ラインである60％を超える出題がされている。この中で、今回の調査では
「医療情報システムに関する分野」が新たな分野として出題されるようになっている。
2．2級試験について
 前回と比較して出題傾向が大幅に変化している。前回調査では過去問題解説4回分では3
級試験ほど有効とはいえなかったが、今回調査では4回分の解説でも合格ラインである
60％を超える出題がされていることが分かった。また、キーワード総数も大幅に少なく
なっていることからも過去問題解説が前回以上に有効であると考えられる。
 重要な試験出題分野は、前回調査とは全く異なり「ネットワークやインターネットに関す
る問題」「コンピュータシステムの処理形態に関する問題」「レセプトや電子カルテなど医
療情報システムに関する問題」といった3つの分野からの出題となっている。特に「ネッ
トワークやインターネットに関する問題」からの出題が半数近くを占めているため、この
分野の重要性が高くなっている。また、前回調査で重要な出題分野として挙げられた「表
計算ソフトに関する分野」「データベースに関する分野」は今回調査では出題されておら
ず出題傾向が大いに変化していることが分かった。
前回の調査でも分かったことであるが、過去問題を分析することにより、試験対策として重要
分野の把握などについて有効的であることがわかる。また、今回調査で試験問題の出題傾向が変
化してきていることが分かったので、今後も定期的に調査する必要があるであろう。
最後に、今後の課題として、今回の調査は解答選択肢のキーワードを中心としての分析を行っ
たのみであるため、問題内容としての分析がなされていない。そのため問題文についてテキスト
マイニングなどの分析を行うことにより、より詳細な傾向分析をする必要があるのではないかと
考えている。
注
1） 医療秘書教育全国協議会（http://www.medical-secretary.jp/）主催の検定試験としては、医
療秘書技能検定試験、医事コンピュータ技能検定試験、福祉事務管理技能検定試験、電子カ
ルテ実技検定がある。
2） 医療秘書としての知識と技能、業務の遂行を目的とした資格である。1級、準1級、2級、3
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級がある。
3） 医療事務及び医事コンピュータについての知識、カルテ及び診療伝票を基に医事コンピュー
タを用いてレセプトの作成を目的とした資格である。準1級、2級、3級がある。
4） 診療時における医師と患者とのやり取りを、シュミレーション化した問答形式問題を基に、
電子カルテシステム（診療所、病院外来用）を操作し、電子カルテを作成する資格である。
級位は特にない。
5） 三好善彦『医事コンピュータ技能検定における出題傾向の調査―コンピュータ関連知識―』
埼玉女子短期大学研究紀要第21号 2010 pp.315−326.
6） 紀要21号における前回調査では、平成16年11月20日実施の第18回から平成21年6月20日実
施の第27回までの10回分の試験を分析した。
7） 出現率は変化していないことを示すため、『前回と今回の出現率平均に差はない』という仮
説をエクセルのデータ分析機能の「t‐検定：等分散を仮定した2標本による検定」により行
った。その結果、仮説は採択されて出現率は変化していないと考えられる。
8） キーワード総数は変化していないことを示すため、『前回と今回のキーワード総数平均に差
はない』という仮説を出現率に対してと同様の検定を行った。その結果、仮説は棄却されて
キーワード総数は変化していると考えられる。
9） 3級の出現率と同様の検定を行った。その結果、仮説は棄却されて出現率は変化していると
考えられる。
10）3級のキーワード総数と同様の検定を行った。その結果、仮説は棄却されてキーワード総数
は変化していると考えられる。
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